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ジアゾカップリングによるフォ
トクロミズム性をもつアゾ化合

物の合成



フォトクロミズムとは

物質が光をエネルギーとして化学反応を起こし構造
変化して色が変わる現象



仮説

異性化
対称性

✕ 異性化せず
非対称性

対称性が関与しているか



実験の方向性

p-アミノフェノールをジアゾ化しフェノールとジ
アゾカップリングさせフェノールがNで二重結合
し対称な化合物を発生させる。

+ 2HCl + NaNO2

+

ジアゾカップリングで対称性のあるアゾ化合物を合成



実験１

①フェノール0.5 gを2 mol/L水酸化ナトリウム水溶液20
mLで溶かす。
②p-アミノフェノールを1.2 gとり2 mol/L塩酸10 mLを加
えて溶かす。
③②で作成した溶液に10%亜硝酸ナトリウム水溶液を10
mL加える。
④ ①の溶液に布を浸し②の溶液を加える。（ジアゾカップ
リング）

⑤ 乾かした④の布をそれぞれ254 nm 365 nmに10分間
当てて反応をみる。



結果

時間が経つにつれ茶色→黒色に
なる。
（左の写真で右下が④の直後、
左上が経過後）

⑤で紫外線に当てた結果

変化なし



仮説２

光異性化に対称性は関与せず

フェノールを２ナフトールに変えて実験

+



実験２
①２ナフトール0.7gを2mol/L水酸化ナトリウム水溶液

20mLで溶かす。
②p-アミノフェノールを1.2gとり2mol/L塩酸10mLを加え
て溶かす。

③②で作成した溶液に10%亜硝酸ナトリウム水溶液を
10mL加える。

④ ①の溶液に布を浸し②の溶液を加える。（ジアゾカップ
リング）
⑤ 乾かした④の布をそれぞれ254nm 365nmに10分間当
てて反応をみる。



結果２

変化なし



仮説３

官能基（ヒドロキシ基）がフォトクロミズム性を
阻害

ヒドロキシ基を他の有機化合物と反応させて構造
を変えればいい

ウィリアムソンエーテル合成を利用



方針 実験3

①1ヘキセンを臭素水と反応させる
②実験２で発生した化合物1 mLに2 mol水酸化
ナトリウム1 mLを加えたのち①に入れ振る
③シャーレに移し替えて紫外線254nm 365nm
に当てて反応をみる

+



結果

変化なし



今後の改善点 展望

・実験３の方法を変える

→溶媒をエタノールに変える
加熱する（還流）

・ヒドロキシ基以外の官能基（CH3 NO2)
で実験する

→官能基を他の有機化合物と反応させる

ー
CH3

H3Cー

ーNO2

O2Nー
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